
アドミッション・ポリシー【入学前に期待される生徒像】
・主体性を発揮し、失敗を恐れずチャレンジすることで、自身の可能性を見つけ広げようとする生徒
・当事者意識を持ち、多様な他者と協力し合おうとする生徒
・地域や社会の課題について、知的好奇心をもって掘り下げ、解決に向けて探究活動に継続的に取り組める生徒

 令和７年度 福井県立敦賀高等学校　スクール・ポリシー

校訓

　　　「自 主 自 律」

カリキュラム・ポリシー【特色ある教育課程】
〈普通科〉
・総合的な能力の育成を図るため、普通科目をバランスよく履修する。１年次は国語4単位・数学5単位・英語5単位・理科4単位・地歴4単位とし、２
年次、３年次には文系でも理数系科目を、理系でも人文系科目をバランスよく履修できるよう設定した。
・週32時間に設定し、18:30完全下校とすることで、その後の自主学習の環境を確保し、自主性を育て、文武に取り組めるようにした。
・3年次に学校設定科目として１０科目を配置した。文系、理系の特色を鑑みて、「Advanced数学」「Basic数学」「Basic化学基礎」を通年で配置し
た。また、半期の選択科目として「Basic物理」「Basic化学」「Basic生物」「詳細公民」「実践情報」「総合スポーツ」「ビジネススキル」を配置して、多様
な進路に対応できるようにした。
〈文理進学科〉
・2年次から人文進学科と理数進学科に分かれるため、１年次に幅広い教養を身に着けることを目指し、普通科目をバランスよく配置する。
・週32時間に設定し、18:30完全下校とすることで、その後の自主学習の環境を確保し、自主性を育て、文武に取り組む。
・１年次に「理数物理」と「理数生物」を学ぶことで、２年次からの学科選択をスムーズにし、志望大学や将来の職業を主体的に考えることができるよ
うにする。
・人文、理数両学科ともそれぞれの専門性を高めることを目的としている。人文進学科では、国語や地歴公民に学校設定科目を配置した。地歴に
おいては2科目選択を、英語においては「エッセイライティング」の選択を可能とした。理数進学科では２年次より「理数数学特論」を配置したり、理
科において3科目履修を可能とし、さらに深く学べるようAdvanced科目を設定した。
・生徒の思考力や判断力、表現力をより育成するため、2年次に理数進学科は「理数探究」を、人文進学科は「人文探究（学校設定科目）」１単位を
配置し、総合的な探究の時間とあわせてより深い探究活動ができるようにした。
・2年次の「人文探究」では、人文進学科において社会課題解決や付加価値創造を探究できるよう、敦賀市役所ふるさと創生課や新幹線誘客課の
支援のもと、地歴公民・英語・芸術等の教員が指導する。
・2年次の「理数探究」では、理数進学科において、真理追究に取り組めるよう、福井大学・福井県立大学・仁愛大学の支援のもと、理科・数学の教
員等が指導する。
・2年次にシンガポールで研修を行い、取り組んでいる探究活動を現地の大学生に発表することで、語学の修得だけでなく、発信力やコミュニケー
ション能力を育成する。
・単位制を導入し、3年次に前期・後期で教科・科目を選択することで、大学入試にも対応できる応用力を育成する。
〈商業科〉
・１年次は、「ビジネス基礎」や「簿記」、「情報処理」といった科目で商業科として必要な基礎学力の定着を図る。
・２年次の「観光ビジネス」、３年次の「観光発展」を通して、観光学習を進め、学校内にとどまらず放課後等に校外に出て学習する機会を設け、地
域との連携を図る。
・２年次の「財務会計Ⅰ」と「原価計算」の単位を情報経理科と揃えることによって、習熟度に合わせてじっくりと学習できる環境を整える。
・キャリア等に関する課題を早い段階から設定し、自己研究できるようにするため、全学年で総合的な探究の時間をそれぞれ１単位設定し、さらに３
年次には課題研究を３単位設定した。
・大学進学や看護系志望者にも対応できるよう、普通教科に関して理系の科目を１年次から３年間配置し、全教科バランス良く学ぶことができるよう
設定した。
〈情報経理科〉
・１年次は、「ビジネス基礎」や「簿記」、「情報処理」といった科目で職業人育成のため必要な基礎力の定着を図る。
・パソコン室での実習や座学などの単位を「プログラミング」を設けることによって、より情報機器に触れて学習を進めたいと考える生徒の要望にも対
応する。
・２年次の「ソフトウェア活用」、３年次の「ネットワーク管理」等を通して、ＩＴパスポートや基本情報技術者試験など高度な資格にも対応する。
・２年次の「財務会計Ⅰ」と「原価計算」の単位を商業科と揃えることによって、習熟度に合わせてじっくりと学習できる環境を整える。
・キャリア等に関する課題を早い段階から設定し、自己研究できるようにするため、全学年で総合的な探究の時間をそれぞれ１単位設定し、さらに３
年次には課題研究を３単位設定した。
・大学進学や看護系志望者にも対応できるよう、普通教科に関して理系の科目を１年次から３年間配置し、全教科バランス良く学ぶことができるよう
設定した。

グラデュエーション・ポリシー【育てたい生徒像】
・様々なことに興味関心を持ち、課題を発見し、それに対する仮説を設定し、他者と協働して分析・検証する「探究活動」を通して、自らの考えを深
め、表現・発信できる生徒の育成
・「文武不岐」のもと、基礎的・基本的な知識・技能を身につけ、変化に対してしなやかに対応できるよう、学び続け問い続けようとする生徒の育成
・当事者意識を持ち、他者の考えを理解・尊重し、互いに認め合える豊かな人間性を持つ生徒の育成
・失敗を恐れず未知に挑み、特に「教育・経済・情報・医療・科学技術・環境エネルギー」において、出会いを活かして地域社会に貢献し、世界を拓
こうとする気概を持つ生徒の育成

教育目標
 　 １  自主的で、責任を重んじ、自らを律することのできる克己心の強い人間の育成
　  ２  真理の探究に努めるとともに、科学的で創造性豊かな人間の育成
　  ３  文武両道をめざし、心身ともにたくましい人間の育成
　  ４  勤労と相互扶助の精神を重んずる心豊かな人間の育成
　  ５  地域を担い、世界を拓く人間の育成

スクール・ミッション【使命】
自律と創造性を育み未来を切り拓く人材を育成するため、生徒一人ひとりの可能性を最大限に引き出し、地域社会や国際社会との連携を深めな
がら、主体的な学びを通して未来志向の教育を推進する。


